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シワの原因となる好中球を皮膚に集まりにくくする成分を発見 

皮膚のエイジングケアをサポート 
 

ポーラ・オルビスグループの研究・開発・生産を担うポーラ化成工業株式会社（本社：神奈川県横浜市、

社長：釘丸和也）は、シワの原因となる好中球を皮膚に集まりにくくする化粧品成分を見出しました。 

好中球は、血管から皮膚に移動し、シワの原因となる好中球エラスターゼを放出します。好中球エラスタ

ーゼを阻害するNEI-L1（ニールワン）®※1とともに、皮膚のエイジングケアへのサポートが期待できます。 

この知見は、ポーラ・オルビスグループの商品に活用される予定です。 

※1 2016年に「シワを改善する」効能・効果に対する初の承認を受けた医薬部外品の有効成分 

参考リリース：（2016年7月14日） 「史上初！「シワを改善する」効能の医薬部外品 ポーラ化成工業が製造販売承認を取得」 

http://www.pola-rm.co.jp/pdf/release_20160714.pdf  

 

 シワ形成のメカニズムと本研究の着眼点  

シワの形成には、「好中球」が関与していると考えられています。「好中球」は免疫細胞であるリンパ球の

一種です。皮膚が紫外線や表情圧などの刺激にさらされた結果、真皮で炎症が生じると、普段は血管にい

る好中球が寄り集まり、好中球エラスターゼという分解酵素を過剰に分泌します。これによりコラーゲン、エ

ラスチンなどの真皮を構成する成分が分解され、シワが形成されると考えられています。 

ポーラ化成工業ではこれまでに、好中球エラスターゼの活性を阻害する成分ニールワンの開発に成功

しています※2。もしもニールワンとは異なる方法で皮膚での好中球の働きを抑えることができれば、より効果

的なアンチエイジングが期待できます。そこで、皮膚に好中球が過剰に集まらないようにすることはできな

いかと考え、研究を進めました。          ※2 日本で初めてのシワ改善薬用化粧品「リンクルショット メディカル セラム」に活用 

  

 血管の壁に働きかけ好中球を通しにくくする成分を発見   

好中球は普段、赤血球等と一緒に血管内を流れています

が、周りの組織に炎症などが生じると、まず血管の内壁に接

着し、それから壁を通り抜けて炎症部位に浸み出していきま

す。皮膚内の好中球を増やさないためには、血管の内壁へ

の好中球の接着を予防することが有効だと考えられます。そ

こで、血管内壁を構成する細胞による、好中球の接着を促す

因子※3の発現を抑える成分を探索しました。その結果、桃の

葉から抽出される油溶性エキスに効果を見出すことができま

した（図1）。                      ※3 好中球接着促進因子 

 好中球を皮膚に呼び寄せる因子を抑制する成分を発見  

真皮の線維芽細胞は、紫外線や表情圧などの刺激により

好中球を呼び寄せる因子※4を分泌します。真皮線維芽細胞

を用いて、この因子の発現を抑える成分を探索した結果、シ

クロヘキシルグリセリン（CHG）とスギナエキスにその効果を見

出すことができました（図2）。           ※4 好中球遊走因子 
 

 組み合わせて使うことで多面的に好中球の働きを抑制  

今回見出した油溶性桃葉エキス、CHG、スギナエキスは、老化の原因となる好中球が皮膚内に増えす

ぎないよう働きかけていると考えられます。これにより、新たに好中球自体に対する働きかけが可能となりま

した。好中球が分泌する好中球エラスターゼに対して働くニールワンと組み合わせると、好中球を多面的

に抑制でき、より効果的なエイジングケアが期待できます。 
  

【報道関係者の皆さまからのお問い合わせ先】 (株) ポーラ･オルビスホールディングス コーポレートコミュニケーション室 

広報担当 Tel 03-3563-5540／Mail webmaster@po-holdings.co.jp 
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図1. 好中球接着促進因子抑制効果

（n=3, 平均+標準偏差, **: p<0.01, *: p<0.05, t-test）
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図2. 好中球の遊走を抑制する効果

（それぞれn=3, 平均+標準偏差, *: p<0.05, t-test）
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【補足資料】 シクロヘキシルグリセリン（CHG）について  

 

 CHGは、株式会社ADEKAが開発したグリセリン誘導体の一種で、高い保湿作用を持ちます。ポー

ラ化成工業では、CHGの働きに着目し、2016年に新規医薬部外品添加物としての承認を取得しまし

た。CHGはそれ自体が物理的に水分を保持する作用を持つほか、真皮線維芽細胞に働きかけて好

中球を呼び寄せる因子の発現を抑える作用など、細胞に対する生理作用を複数有することが確認さ

れています。 

 

       

図 3. シクロヘキシルグリセリン 


